
 

令和８年第１回菊陽町議会定例会一般質問 

 質問者 質 問 事 項 質 問 要 旨                    質問相手 

  

 

 １ 

    

 

３日 

１０時頃～ 

坂本 秀則 

１ 各行政区の発展と

振興について 

行政区設置・管理・運営のゴミステーションは、公益性及び公共性が高いので、町主体で

の設置・管理・運営に移行するべきではないか。 

 

 

 

町    長 

 

 

 

２ 町発展と振興につ

いて 

 

（１）ＴＳＭＣ第２工場建設の進捗状況及び今後のタイムスケジュールを町は、把握している

のか問う。 

（２）仮称原水第３工業団地建設計画のタイムスケジュールについて問う。 

（３）仮称原水第３工業団地建設の基本設計等の作成の中で、地域住民の生活が不便にな

らないような、管理道路を含めた交通環境整備計画を強く望むが、どのように考えている

のか問う。 

（４）原水駅周辺土地区画整理事業で、一番懸念されるのが排水についてだが、排水処理に

対しての町の対策について問う。 

 

 

 

町    長 

 

３ 町職員の人材確保

について 

町職員特に専門職の技師の人材確保について対策・対応は、されているのか問う。 

 

 

 

町    長 

 

４ ふるさと教育につい

て 

（１）小・中学校でのふるさと教育の現状について問う。 

（２）今後さらに充実したふるさと教育を望むが、どのように考えているのか問う。 

 

 

 

教 育 長 
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 ２ 

    

 

３日 

１１時頃～

上田 茂政 

１ 令和８年度予算につ

いて 

（１）７年度より不交付団体となったが、新年度はどのような編成、配分か問う。 

（２）TSMCの第二工場建設の延期など不透明な状況だが、税収への影響を加味した上で

の編成か、また不測の際の対応として充当する財源、財政調整基金は十分か。 

（３）本町の大きな課題である交通渋滞改善に向けての施策と予算について問う。 

 

 

 

町    長 

 

 

 

 

２ 高齢者等対策につ

いて 

（１）新年度予算における高齢者等に対する新たな取り組みについて問う。 

（２）様々な施策を講じて、健康増進、健康寿命を延ばす取り組みをされているが、各地域

で気軽に運動できる健康器具などの設置を進めるべきではないか。 

（３）認知症予防などの為の脳の運動「脳トレ」も重要である。これまでの取り組みの効果や

課題について問う。 

 

 

 

町    長 

３ 新球場誘致につい

て 

（１）令和8年度に県が新球場の公募を行うが、応募する市町村が球場用地を無償で提供

することになるのか、また県との折半になるのか問う。 

（２）野球場の建設費用については応募する市町村が何割程度負担することになるのか問

う。 

（３）総合体育館は、本年4月から地元のクラブきくようが指定管理者として運営することに

なった。誘致に成功して新球場が菊陽に建設される場合、同様に地元の人間が雇用さ

れることになるか問う。 

（４）債務負担行為の1千万円の使途を問う。 

 

 

 

町    長 
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 ３ 

     

 

３日 

１３時頃～ 

西本 友春 

１ 優しい環境づくりにつ

いて 

（１）公共施設等に「搾乳できます」のマーク設置の推進を提案するが、町はどのように考

えているのか。 

（２）公共施設における授乳室を増やすべきと提案するが、町はどのように考えているの

か。 

（３）公共施設におけるユニバーサルシートの設置を進めるべきと提案するが、町はどの

ように考えているのか。 

 

 

 

町    長 

 

 

２ 不登校児童生徒の健

康維持について 

 

 

（１）不登校児童生徒の健康診断はどのように行っているのか。 

（２）受診率はどのようになっているのか。 

（３）受診できなかった人への対応はどのように行っているのか。 

（４）学校医の医療機関以外で健康診断を受けるときの助成を提案するが、町はどのよう

に考えているのか。 

 

 

 

教 育 長 

３ 幼児健診について （１）三歳児検診での経過観察が必要な幼児の数の推移はどのようになっているのか。 

（２）経過観察が必要な幼児への対応はどのように行っているのか。 

（３）五歳児健診を行うべきと提案するが、町はどの様に考えているのか。 

 

 

 

町    長 

 

 



 

４ インクルーシブ教育に

ついて 

（１）特別支援学級の児童生徒人数の推移はどのようになっているのか。 

（２）入学前の就学先決定はどのように行っているのか。 

（３）保護者向けガイドブックはあるが、保護者目線でのガイドブックを作成することを提案

するが、町はどのように考えているのか。 

（４）保護者間のネットワーク作りが必要と考えるが町はどのように考えているのか。 

※インクルーシブ教育とは、人間の多様性の尊重等を強化し、障害者が精神的および身

体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを

可能にするという目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年第１回菊陽町議会定例会一般質問 

 質問者 質 問 事 項 質 問 要 旨                    質問相手 

  

 

 ４ 

     

 

３日 

１４時頃～ 

廣瀨 英二 

１ 生活困窮者への支

援について 

 

（１）生活支援と自立に向けた支援の充実について、町の取り組みを伺う。 

（２）相談・支援体制の充実について、町の取り組みを伺う。 

町    長 

 

 

２ 農地減少における優

良農地の保全と将

来を見据えた本町農

業の指針について 

 

（１）本町における優良農地の減少について、現状をどのように認識しているのか伺う。 

（２）優良農地保全に対する基本的な考え方について伺う。 

（３）県農業コンクールで高く評価された先進的な農業経営の取り組みを、本町農業の振

興にどのように活かしていくのか町の考え方を伺う。 

（４）これからの本町農業の指針について町の考え方について伺う。 

 

 

町    長 

 

３ 役場職員の労働環

境について 

（１）職員全体における直近年度の年次有給休暇の平均取得日数について伺う。 

（２）部署別の年次有給休暇取得日数について問う。また、部署間で差が生じている場

合、その要因をどのように分析し、どのような課題認識を持っているのか伺う。 

（３）労働基準法では、年10日以上付与される職員について、年５日の取得を義務付けて

いるが、本町の全職員において当該基準を満たしているのか伺う。 

 

 

町    長 

４ 物価高騰対策につい

て 

（１）国の物価高騰対策事業に町独自加算分5,000円を上乗せし、町民一人当たり12,000

円とする事業について、その目的と町として重視した考え方を伺う。 

（２）物価高騰が今後も続くと見込まれる中、町として独自支援を継続・実施する考えがあ

るのか、またその財政的な考え方について伺う。 

 

 

町    長 
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 ５ 

 

 

４日 

１０時頃～ 

藤本 昭文 

 

 

 

 

 

 

１ 菊陽町の農業につい

て 

 

（１）過去50年の、菊陽町における農業従事者数と農地面積の推移を10年毎に示せ。 

（２）JASM進出決定後の、菊陽町における農業従事者数と農地面積の推移を示せ。 

（３）吉本町長就任後の町の施策、開発によって、減少した農地面積を示せ。また、今後

予定されている原水駅周辺土地区画整理事業などの開発によって減少が見込まれる

農地面積を示せ。 

（４）町長が言う「農業を守る。農地を守る。」について、その真意と具体的な施策について

問う。 

（５）町の施策、開発に伴う農地減少で、少なからず営農に支障を及ぼしていることに対し

て、具体的な対応は実施しているのか。あれば、その内容を示せ。 

（６）菊陽町の農業を守るために、効率的な農地の集約や大規模営農に対応した新たな

基盤整備が必要と考えるが、町の考えを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

町    長 
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 ６ 

 

 

４日 

１１時頃～ 

吉村 恭輔 

１ 鈴木家跡地について （１）寄贈された経緯を示せ。 

（２）土地面積及び現在の評価額はいくらか問う。 

（３）年間の維持費はいくらか問う。また寄贈後より現在までの維持費の総額はいくらか問

う。 

（４）現在までに活用した例はあるのか問う。 

（５）今後も活用する予定がないのであれば、売却も含め検討すべきと考えるが、町の考

えはどうか。 

 

 

 

町    長 

 

 

 

２ 道路について （１）県道瀬田竜田線、下津久礼区内に設置されていた点滅信号が撤去された後、車のス

ピードが増し非常に危険だとの相談があった。対策が必要と考えるが町の考えはどう

か。また、町内で同様の事例はないか。 

（２）県道瀬田竜田線から県道辛川鹿本線へ上がる入口付近で、道幅が狭いため離合の

際、個人宅敷地に乗り上げ離合をしている状況である。後々問題になる前に対策をす

べきと考えるが、町の考えはどうか。また、町内で同様の事例はないか。 

 

 

 

 

町    長 

 

 

 

 

 

 

３ 議会について 夜間議会や土日に議会を行うと仮定した場合、行政側から見てどんな問題点があるか。 

 

 

 

 

町    長 
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 ７ 

 

 

    ４日 

１３時頃～ 

矢野 厚子 

１ 第７期総合計画の基

本構想の人権・男女

共同参画について 

（１）取組１の企業向け人権研修会の開催、集会所学習会事業・多文化共生の取組みの

進捗状況はどうなっているか。 

（２）取組２の事業所等にたいするワーク・ライフ・バランスの研修会の実施とドメスティック

・バイオレンスなどの防止に関する情報の発信とあるが、現在までの進捗状況はどうな

っているか。 

町    長 

 

 

 

２ 第3期菊陽町男女共

同参画計画 につい

て 

（１）基本目標の２として、庁内における女性活躍への環境の推進とある。何か具体的に

動いているか。また女性の採用数は増えているか。近年中途退職者はでているか。出

ているなら退職の理由は何か。 

（２）女性が活躍するための環境整備施策について 

 ①男女共同参画に積極的に取り組む事業所等に対する町独自の表彰制度を検討する

とあるが、検討は始まったのか。 

 ②女性の参画が進んでいない業種での女性の就業及び定着促進や働きやすい職場環

境の整備について啓発に務めるとあるが、具体的な業種は考えているか。 

 ③事業主に対して、啓発を行うとあるが、具体的にはどのような方法で啓発するのか。 

（３）地域における男女共同参画の推進について 

 ①地域活動における女性の参画拡大のなかで、女性のネットワークづくりや交流会・学

習会等の活動を支援するとある。どのような活動が行われているか、把握しているか。 

 ②地域防災における女性の参画拡大として、女性の防災士の活用、女性消防団の設置

があるが、どのようにおこなうのか。 

（４）男女共同参画の計画の推進体制について 

  町民・企業・地域団体等との連携・協働の推進に「さんさんの会」と行政の連携を基軸

として町民と協働しながらより実態に即した男女共同参画の実現を目指すとあるが、

「さんさんの会」の現状をどう考えるか。 

町    長 

３ アーバンスポーツ施

設のありかたについ

て 

（１）施設の利用に町民優先枠や、優待券など考えているのか。 

（２）学校授業での体験実習をどのように考えているか。 

町    長 

教 育  長 
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 ８ 

 

 

 

 

    ４日 

１４時頃～ 

馬場 㓛世 

１ 県営野球場の誘致

について 

県営野球場を運動公園東側に誘致し、競技者や観戦者に適するホテルや商業施設の

併設はできないかと考えているが、町の考えはどうか。 

 

 

町    長 

 

 

 

２ 白水台地における土

地改良について 

（１）白水台地における深迫ダムの利用拡大はできないか。 

（２）大菊土地改良区から徴収されている各種負担金について補助できないか。 

（３）白水台地の土地改良について、区画整備を行い1haや２ha単位の造成はできない

か。 

 

 

町    長 

３ 免許証返納者への

対応について 

（１）免許証返納者に対して、シニアカーの講習会を自動車学校と連携して講習会は開催

できないか。 

（２）シニアカーの安全走行のため生活道路の整備はできないか。 

（３）シルバーカー（手押し車）について、補助事業の考えはないか。 

 

 

町    長 

４ 公共施設の利用に

ついて 

（１）町の公共施設について、ホームページ等で申し込むことになっているが、高齢者等に

ついては電話等の柔軟な対応はできないか。 

（２）公認されている政党に対しての施設利用について、平等性が図られているか。 

 

 

町    長 

５ 地域おこし協力隊の

活用について 

古民家や空き家の利活用について、地域の皆さんと協同で研究提言はできないか。 

 

 

町    長 
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 ９ 

 

 

    ５日 

１０時頃～ 

大久保 輝 

  

１ 選挙運営体制の現

状と課題について 

（１）入場券未持参で期日前投票を行った有権者はどの程度いるのか。 

（２）入場券未持参の場合の本人確認手順は、具体的にどのように実施されているか。 

（３）期日前投票を含む選挙運営において、名簿照合や二重投票防止はどのような仕組

みで担保されているか。 

（４）本人確認について運用上の改善余地はないか。 

 

選挙管理委

員長 

 

 

 

２ JASM第2工場計画

変更に伴う本町へ

の影響について 

（１）計画の変更内容などについて、町は企業からどのような説明を受けているか。 

（２）第２工場の計画変更により、想定される地下水取水量の増加は見込まれるのか。 

（３）取水量が増加する場合、地下水涵養量の追加確保について、町として具体的な検討

を行うか。 

 

町    長 

 

 

３ 熊本セミコン特定公

共下水道事業の処

理方式と地下水保

全について 

（１）同センターの下水処理方式について、町としてどのように把握しているか。 

（２）有機フッ素化合物等の化学物質除去に関する処理能力について確認しているか。 

（３）放流管渠からの漏えい等のリスクに対する安全対策はどのように担保されているか。 

（４）地下水保全の観点から、処理方式の高度化について県に働きかける考えはあるか。 

 

 

町    長 

４ 本町の人口動態予

測と将来ビジョンに

ついて 

（１）JASM 第２工場計画の変更により、雇用規模や社会増の見込みが当初想定を上回る

可能性も考えられるが、人口推計の前提条件に変更はないか。 

（２）現行の人口推計には、外国人住民増加をどの程度想定しているか。 

（３）将来的に人口構成の変化が加速した場合、教育、福祉等の行政サービス提供の体

制はどうなるか。 

（4）外国人住民の増加に伴い、地域コミュニティの在り方や行政サービスの在り方が変化

する可能性について、どのような課題認識を持っているか。 

 

 

町    長 



 

５ 太陽光発電施設の

設置に関する将来

的対応について 

（１）町内における太陽光発電施設の設置件数および面積の現状及びその推移はどうな

っているのか。 

（２）将来的に設置申請が増加した場合、町独自の指導基準や事前協議制度を設ける考

えはあるか。 

町    長 

６ 地域振興券の制度

設計について 

（１）地元中小事業者への経済波及効果について、具体的な想定や目標はあるか。また、

効果検証はどのように行うのか。 

（２）今後、小規模店舗限定枠などの導入を検討する考えはないか。 

町    長 
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１０ 

 

 

    ５日 

１１時頃～ 

甲斐 榮治 

１  TSMC（JASM）につ

いて 

（１）第２工場の生産品の変更について、町はどのような情報を得ているか。 

（２）第２工場の生産品の変更に伴って、どのような変化が想定されるか。 

（３）（仮称）第３原水工業団地の利用見込みはどうか。 

（４）第３工場の誘致について県知事は前向きであるが、町はどう考えるか。 

町    長 

 

 

 

２ 水の管理について （１）環境省の「ＰＦＯＳとＰＦＯＡの除去及び濃度低減技術に取り組む」事業については、

実施業者も決まり、「取り組んだ結果の有効性を令和８年２月段階で評価する」とのこと

であったが、町はそれを把握しているか。 

（２）熊本県は地下水量の観測井戸を４箇所追加すると発表したが、その進捗状況を町は

把握しているか。 

（３）企業と地域が共生するには、地下水・河川や湖沼水・工業排水などの管理・保全が

特に大切である。次の諸点について町の考えを問う。すでに対処していることがあれば

その状況を述べよ。 

 ①企業が水を使用及び排水するに当たって、住民生活の安全のために、行政は企業に

どのようなことを求めるべきか。 

 ②水資源保護区の設定、地下水涵養事業などを進める。 

 ③地下水や河川及び生態系に与える影響を長期的にモニタリングする。 

 ④第３者専門機関を設置し、データの客観性と信頼性を確保する。 

 ⑤環境モニタリング報告を定期的に発表し、オンライン公開システム等、情報を透明化

する。 

 ⑥住民説明会や公聴会を開催し、地域の懸念や声を直接受けとめる。 

 ⑦専用窓口やホットラインを設置し、疑問や不安に迅速に対応する。 

 ⑧住民代表・環境団体・学識経験者などによる「水資源監督委員会」を設置し、共同で

監視に当たる。 

 ⑨学校や地域と連携した環境教育活動を行ない、相互理解を深める。 

 ⑩熊本セミコン特定公共下水道整備計画の進捗状況はどうなっているか。住民に説明

は尽くされているか。町の状況把握を問う。 

町    長 
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１１ 

 

 

    ５日 

１３時頃～ 

小林久美子 

１ 介護職員の処遇改善

について 

（１）来年度の町の予算で、介護職員の処遇改善事業を進める予定と聞いているが、制度

の概要について問う。 

（２）補助金額予定、補助対象者について問う。 

 

 

 

 

町    長 

２ 地下水保全について （１）第２期熊本地域地下水総合管理計画の特徴は何か。また、町の見解について問う。 

（２）この計画期間は、５年になっているが、もっと長期の計画が必要ではないか。 

（３）JASM 第２工場は、３ナノ生産と聞いているが、水の総使用量は、増加するのではな

いか。町の把握を問う。 

（４）水質保全目標の対象物質に PFAS を加えるべきではないか。 

 

 

 

 

町    長 
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１２ 

 

 

    ５日 

１４時頃～ 

布田 悟 

１ 県営野球場整備事業

の誘致について 

（１）県は県営藤崎台球場については、移転し再整備する方針を「提言書」として令和７年

９月１日打ち出した。この決定は県の公民連携による県有スポーツ施設に関する検討

会議（令和６年８月～令和７年９月、５回）を経たものである。菊陽町は、第２回（令和６

年）１１月開催の県のスポーツ施設整備に関する検討会議（以下、「検討会議」とい

う。）において、県の動きに対応する形で新球場に係る関連調査をしている、とヒアリン

グに応じ、「候補予定地を１か所ではなく具体的な強みを踏まえた候補地の選定を行っ

ている」と答えている。候補地の２か所とはどこか。 

（２）検討会議を踏まえ、県がまとめた提言書によれば、駅近・街中といった交通利便性の

高い場所が望ましいという付帯意見が付いていた。提言書の付帯意見に従うとすれば

町はどの地域に重点を置いているのか。 

（３）今までの野球場誘致の流れからすれば第一候補地は、県営運動公園の東側地域

（菊陽町大字辛川）とすべきであると思うが、どう考えているか。 

（４）菊陽町における「新球場誘致構想」（令和６年１１月発行）によれば、検討会議意見に

沿った形で、候補地を新駅設置に伴う原水地区開発地域のいわゆる「賑わいエリア」周

辺が考えられるがいかがか。 

（５）この地域を新たに新球場整備用地として開発することは更なる優良農地を減らすこと

になり、「残すべき・守るべき農地」も無くなってしまう。また、本年３月には「アーバンス

ポーツ施設」や「多目的グラウンド」もオープンし、この地域の交通渋滞が予想される。

このような中での新球場整備は更なる交通渋滞を増幅させるものであり、地域住民の

普段の生活が脅かされると想定される。このようなリスクを負ってまで県の意向に従う

必要があるのか、その点どう考えているか。 

（６）検討会議のヒアリングの中で副町長は「本件誘致は単に県に要望するのではなく、町

も強い意志と覚悟が必要だ。町の一定の負担により県の負担の最小化に努める。」と

言及している。このような財政的な負担を覚悟しても誘致したいのであれば、取り残さ

れ、開発が停滞している南小校区内への誘致は、町が目指す「ウェルビーイングなまち

づくり」の条件を満たすものと考えるがいかがか。 

町    長 



 

（７）以上の点から、新球場の整備誘致は「菊陽南小校区の発展なくして菊陽の発展なし」

をスローガンとして、今まで声を上げ続けてきた運動公園東側周辺のみを菊陽町が申

請する候補地とすべきである、と思うが、どのように考えるか。 
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１３ 

 

 

    ６日 

１０時頃～ 

鬼塚 洋 

１ 農業の振興について （１）本町は、都市計画マスタープランを見直した上で、「守るべき農地ゾーン」を設定し、

今後も可能な限り営農環境の保全に取り組むとしている。 

 ①「守るべき農地」について、「基盤整備事業がされた農地で現にその機能を有している

農地」と定義づけているが、当該農地における営農実績や生産量、当該農地の個別的

価値等、基盤整備以外の指標をどの程度考慮しているか。 

 ②現在も農地面積は減少の一途を辿っているが、①の定義に照らせば、少なくともどの

程度の農地面積は保全（開発させない農地として維持）されるのか。 

 ③第7期総合計画において、「バランスの取れた土地利用」を掲げているが、何をもって

開発と農地保全のバランスが取れている（両立できている）と判断するのか。 

 ④各地区において、（農業）地域計画の変更がなされているが、計画変更の経緯と、今

後さらなる変更の可能性について本町はどのように考えているか。 

 ⑤開発に伴う税収増を、これにより影響を受ける農業従事者（ないし今後の就農希望

者）にどのように効率的に還元していくのか。町独自の補助事業の実施や申請の簡素

化は進んでいるか。 

 

町    長 

 

 

２ 選挙について 先日実施された第51回衆議院議員総選挙について、本町の投票結果（投票率、期日

前投票者数等）を踏まえ、本町として本後取り組むべき課題（特に今まで実施していない

取組み）について、どのように考えているか。 

選挙管理委

員長 

教 育 長 

３ 詐欺被害防止につい

て 

県内において、特殊詐欺・SNS詐欺による被害が過去最大を更新したが、本町として、

町民の被害防止に向けた取り組みを独自に実施すべきではないか。 

町    長 

 


